
平成２４年度第３回島根県公立大学法人評価委員会 議事要旨 

 
１．日時 

  平成２４年８月２２日（水）１３：３０～１６：００ 
２．場所 

  島根県市町村振興センター中会議室 
３．出席者 

 （委員） 
  小林委員長、宮脇委員、三島委員、服部委員、渋川委員 
 （公立大学法人島根県立大学） 
  斎藤事務局次長、宍戸調整監、桐田企画財務課長、木幡企画員、澤井主任、福井主任 
 （事務局） 
  赤松総務部長、藤間総務部次長、小室総務課長、古満学事文書ＧＬ、曳野企画員、 

足立主事 
４．会議次第 

 （１）会議公開・非公開の決定 
 （２）議事 

ア）公立大学法人島根県立大学の平成２３年度業務実績の評価について 
   イ）公立大学法人島根県立大学の平成２３年度財務諸表について 
   ウ）公立大学法人島根県立大学の平成２３年度剰余金について 
   エ）次期（第２期）中期目標骨子案について 
５．会議の概要 

 （１）会議公開・非公開の決定 

   ・委員長から、本日の会議については、会議資料として法人から提出された財務諸

表があり、この財務諸表については県が承認した後に初めて公表されるべきもので

あること、また、法人評価等に関連し、委員の率直な意見をいただく必要があるこ

とから非公開が適当であるとの発言があった。このことについて、委員に了承され

た。 
 （２）議事 

ア）公立大学法人島根県立大学の平成２３年度業務実績の評価について 

    ・事務局から、資料１、２により評価結果（案）についての説明があった。 
    ・評価結果についての意見はなく、評価結果が確定した。 
   イ）公立大学法人島根県立大学の平成２３年度財務諸表について 

    ・事務局から、資料３及び関連資料により公立大学法人島根県立大学が作成した

平成２３年度財務諸表の概要について説明があり、併せて、財務諸表に係る知事

承認の方針に基づき、平成２３年度財務諸表を承認したい旨の説明がされた。 



   ・平成２３年度財務諸表承認については、「意見なし」とされた。 
  ウ）公立大学法人島根県立大学の平成２３年度剰余金について 

   ・事務局から、資料４及び関連資料により公立大学法人島根県立大学の平成２３年

度に生じた未処分利益（剰余金）９，６３６千円の処分に関して、法人の中期計画

に係る目的積立金として利益処分することを承認したい旨の説明があった。 
   ・平成２３年度剰余金の承認については、「意見なし」とされた。 
  エ）次期（第２期）中期目標について 

   ・事務局から、資料５－１，２，３により次期中期目標骨子（案）について説明が

あった。 
  ＜中期目標骨子（案）に対する意見概要＞ 

   ・県民や保護者が講義等を評価する制度を作ったらどうか。その結果を評価委員会

で議論できれば素晴らしい。「大学を対象とした評価制度」について、「第三者評価

のシステム化」などと明記した方がいい。 
   ・第２期中期目標全体を見たところ、あまり変わっていないような気がするが、今

までと違うことを打ち出していく必要がある。 


